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語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です
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現代版幸若舞を披露 

          朝日小学校 学習発表会 

 
昨
年
十
一
月
十
日
、
朝
日
小
学
校
で
本

年
度
の
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
六

年
生
の
グ
ル
ー
プ
十
人
が｢

ワ
ン
ダ
フ
ル

朝
日
」
と
し
て
調
べ
た
幸
若
舞
の
現
代
版

を
発
表
し
ま
し
た
。
先
般
の
出
前
授
業
で

松
田
宗
釉
さ
ん
に
教
わ
っ
た
こ
と
を
基
に

し
た
も
の
で
す
。
 

 
そ
し
て
今
般
左
記
の
と
お
り
、
お
礼
状

と
認
定
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
報

告
し
ま
す
。
 

 
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
健
康
で
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
一

年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
さ
て
、
昨
年
は
福
井
国
体
と
と
も
に
明
治
一

五
〇
年
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
幸

若
舞
が
廃
絶
し
た
時
代
で
す
が
、
同
時
に
福
井

の
先
人
た
ち
が
各
方
面
で
活
躍
し
た
時
代
で
あ

り
、
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
本
年
も
こ
の
三
月
に
由
利
公
正
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
会
（
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
）
が
、
福
井
市
郷

土
歴
史
博
物
館
長
・
角
鹿
尚
計
氏
を
講
師
と
し

て
越
前
陶
芸
村
茶
苑
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
時

の
時
代
状
況
を
理
解
す
る
た
め
ご
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
 

由利公正 
文政12年(1829)～明治

42年(1909) 

 幕末福井藩の財政改

革、明治政府の五箇条

の誓文などに携わる。 

講演会問い合わせ先 

 越前に学ぶ会 

   090-8097-9315 
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幸若舞コーナー

幸若舞展示コーナー

山口顧問による幸若講座（歴女の会）は毎月最終金曜日です

平成３０年度 

            朝日地区文化祭に出展 

 １１月３～４日、町生涯学習センターで

開催されました朝日地区文化祭に参加しま

した。一階ロビー奥に展示コーナーを開設

し、本会の活動記録写真やかわら版を掲示

したほか、今回は特に、幸若八郎九郎家の

復元平面図や残されていた鬼瓦を陳列しま

した。 

 これは明治初年に東京に引き上げた八郎

九郎家の屋敷を天王・木下九右衛門家の住

宅として移築されたもので、約五十年前に

解体されてしまいましたが、当時の記憶を

たよりに間取り図を復元しました。 

 １階には、十帖間は二間、八帖間が四間、仏間、休息間などがあり、２階には床

の間、舞台などがしつらえてある豪壮なものです。 
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にぎやかな忘年会

高橋千鶴子さんトーク会

　

幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　http://asahi-area-c.net/

高橋千鶴子さん

高橋千鶴子さんを招き忘年会を開催 

 
去
る
十
二
月
二
日
、
朝
寿
殿
に
お

い
て
、
本
会
恒
例
の
忘
年
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
今
年
九
十
四
歳

を
迎
え
ら
れ
た
朝
日
小
元
教
諭
で
、

現
在
も
八
坂
神
社
禰
宜
、
染
織
職
作

家
と
し
て
、
ご
活
躍
中
の
高
橋
千
鶴

子
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
会
員

二
十
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

 
忘
年
会
開
宴
に
先
立
ち
、
こ
れ
ま

で
の
生
き
方
に
つ
い
て
お
話
頂
き
ま

し
た
。
教
員
生
活
を
退
い
て
、
三
十
年

以
上
に
な
る
が
、
こ
の
三
十
年
は
、
学

校
生
活
と
違
っ
て
、
地
域
社
会
と
の

交
流
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
こ

と
。
 

 
ま
た
、
退
職
後
始
め
た
草
木
染
は

レ
シ
ピ
な
ど
は
な
く
て
、
一
回
一
回

が
違
っ
た
色
あ
い
で
あ
り
、
な
か
な

か
こ
れ
は
と
い
っ
た
満
足
で
き
る
色

彩
に
は
染
め
上
が
ら
な
い
こ
と
。
 

 
い
っ
た
ん
染
め
上
が
っ
た
色
も
、

年
月
が
経
つ
と
変
化
し
て
く
る
な
ど
、

草
木
染
は
奥
が
深
い
こ
と
な
ど
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
 

 また、忘年会に席を移してから、山口顧問

より宝泉寺幸若について、特に説明を受けま

した。実相寺境内墓地にある幸若末裔の墓碑

の謎（幸若かわら版５号参照）、明治初期に

八郎九郎家邸宅を移築した宝泉寺・木下九右

衛門家住宅の復元平面図（本号２面参照）な

どについてお話していただきました。 

 第７４回幸若講座開催   

 去る１１月１６日、幸若文化情報センター研修室において、第７４回幸若講座が開

催されました。この日は、山口顧問より、第２２項浅井家・前田家……および第２３

項豊臣秀吉……をテキストに講義を受けました。浅井・前田家に仕えたのは越前幸若

ではないと想定されること、秀吉が本能寺の変を題材とした舞の作曲を命じたことな

どが話題とされました。 

 なおこの日は、同センターの幸若展示がリニューアルされたことに関連し、八郎九

郎家の復元平面図の説明も行われました。 
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例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

幸若舞ＰＲ展示をリニューアル           
                幸若文化情報センター 

 
こ
の
ほ
ど
町
図
書
館
（
幸

若
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
）
の
玄

関
脇
の
幸
若
舞
Ｐ
Ｒ
展
示
の

模
様
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
昨
年
十
一
月
の
朝
日
地
区

文
化
祭
に
も
展
示
し
ま
し
た

が
、
幸
若
八
郎
九
郎
家
の
屋

敷
の
復
元
し
た
平
面
図
と
残

さ
れ
た
鬼
瓦
を
陳
列
し
て
い

ま
す
。
 

千秋政子氏を講師に 

     語り部の会開催 
  

  １１月１０日（土）、幸若文化情報センター２階研修

室で、越前町語り部の会会長の千秋政子氏を講師として、

語り部の会例会がメンバー６人により開催されました。 

新年会開催のご案内 

 本年も幸若講座受講会員を中心として下記により新年会を開催いたします。 

 もちろん男性会員も歓迎ですので希望者はお申し込み下さい。 

                記 

     日 時  １月２５日（金） 午前１１時～ 

     会 場  西田中新月亭 

     会 費  ￥３，０００－ 

     申込先  藤川会員 ３４－０６２１ または 

          橋本会員 ０９０－７７４６－８６８９  

 この中で、千秋氏は語り部として心がけていることとして次のことを話されまし

た。 

 おとな、こども、県外者など対象者により説明の仕方を変えること。 

 相手の時間の都合を考えて、臨機に説明時間を調整すること。 

 テーマや場所ごとに、これに得意な語り部を育てること。 

 学術的な説明より、分かり易い説明に留意し、ときに冗談や笑いを交えること。 

 県などが主催する研修会などに積極的に参加すること。 

 バスなどを利用する場合は特別な許可を必要とする場合があるので注意を要する。  

 八郎九郎家鬼瓦 


